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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月12日(2014.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゲッター材料粉末を含む閉じた端部を有する金属メッシュ（１１）を含む水素ゲッター
システム（１０；２１；３１）を含み、以下の特徴を有する太陽熱収集器レシービングチ
ューブ（２０；３０）：
　・金属メッシュ開口部は１０から２００マイクロメートルの間である；
　・ゲッター材料粉末は５０から３０００ミクロンの間の寸法を有する；
　・ゲッター材料粉末の最小寸法とメッシュサイズ開口との間の比は２以上である。
【請求項２】
　前記比が３以上である、請求項１に記載の太陽熱収集器レシービングチューブ。
【請求項３】
　金属メッシュが前記ゲッター材料粉末のための円筒容器を形成する、請求項１に記載の
太陽熱収集器レシービングチューブ。
【請求項４】
　前記円筒容器の直径が５ｍｍから２５ｍｍの間である、請求項３に記載の太陽熱収集器
レシービングチューブ。
【請求項５】
　前記円筒容器の長さが１００ｍｍから５００ｍｍの間である、請求項３に記載の太陽熱
収集器レシービングチューブ。
【請求項６】
　閉じた端部がそれらの相互結合のための結合手段（２２；３２）を有する、請求項１に
記載の太陽熱収集器レシービングチューブ。
【請求項７】
　前記結合手段（２２；３２）が弾性を有する、請求項６に記載の太陽熱収集器レシービ
ングチューブ。
【請求項８】
　閉じた端部の結合（２２；３２）が１つ以上のばねを含む、請求項７に記載の太陽熱収
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集器レシービングチューブ。
【請求項９】
　前記ばねが形状記憶要素を含む、請求項８に記載の太陽熱収集器レシービングチューブ
。
【請求項１０】
　閉じた端部の結合が形状記憶要素または超弾性要素を含む、請求項６に記載の太陽熱収
集器レシービングチューブ。
【請求項１１】
　前記結合が１つ以上のばねをさらに含む、請求項１０に記載の太陽熱収集器レシービン
グチューブ。
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